２０１１年6月4日バガヴァッドギーター勉強会

　

第８章の５, ６, ７節を見てください。

死の時が来て肉体を離れる際に私を思う人は、誰でもまっすぐに私のもとへとやって来る。これは疑いのない事実である。//5

誰であろうと、肉体を離れるときに心で思ったもののところへ必ず行く。クンティー妃の息子（アルジュナ）よ！　なぜなら、死ぬ瞬間に思ったことはいつまでも記憶されるからだ。//6

　死ぬ時に考えていることがとても大事です。そしていつ死ぬかはわかりません。そのことについて、次の節にシュリ・クリシュナの助言があります。

故に、君はいつも私のことを想いながら戦いなさい。心も頭も私にしっかと結び付けておきさえすれば、君は疑いなく私のもとへと到達する。//7

ギーターにおける戦いとは　我々にとっての仕事を象徴しています。バガヴァッドギーターの中の言葉はとてもシンボル的な意味で使われていることを覚えておいてください。「働きながら神のことを考えてください。」これが我々にとって大切な助言です。

　しかし少し問題があります。集中して仕事をしながらこの助言をどのように実践できるでしょうか。オフィスのコンピュータの前で瞑想はできませんね。それはおかしいです。ジャパムも心の中でできますが、仕事に集中しながら行うというのは少し矛盾しています。

　ではどうすればいいでしょうか。仕事を神様のために、神様を喜ばせるために行うのです。それがカルマヨーガです。そうすれば神聖なカルマになります。主婦の仕事、サラリーマンの仕事、ヨーガの先生の仕事、お坊さんの仕事など、仕事の種類に関係なく、すべての仕事が神聖な仕事になります。神様を喜ばせるために行い、結果も神様に捧げます。目的によって同じ仕事が世俗的にも神聖にもなります。もしお金稼ぐだけ、自分の家族を助けるだけが仕事を行う目的であるなら、それは世俗的な仕事ということになります。

　これがシュリ・クリシュナの助言です。アルジュナが戦います。戦いのときは瞑想もできないし、ジャパもできません。とても戦いに集中しながらそれを神様に捧げます。

　今から１４章の１４節を説明します。サットワが大きくなる時に死んだ後どうなるのか？　そのことついての説明があります。
サットワが優勢の時に肉体が死を迎えたならば、その人の魂は、至高者を知る人達の住む清らかな世界へと上がっていく。//14
　もし皆さんがインドのレストランにカレーを食べに行くと、レストランの従業員が尋ねます。「スパイスは少しですか、普通ですか、たくさんですか、どのくらい欲しいですか？」　人の味の好みによって求めるスパイスの調合割合は違います。同じように個人におけるサットワ、ラジャス、タマスの割合も人それぞれ違います。サットワがとても大きくなる時、ラジャスがとても大きくなる時、タマスがとても大きくなる時、その影響でどうなるのか、１４章の１４節、１５節、１６節にはそれぞれの極端な例が出ています。１４節を見てください。ウッタマ・ヴィーダン(ottama-vidam)とは、とても神聖な人、聖者、とても高いレベルの求道者、とても清らかな人のことをいいます。サットワが優勢な時死んだ人たちは、聖者（ウッタマ・ヴィーダン）が死後いつも行く場所であるアマラーン・ローカーン(amalan lokan)に行きます。１４節ではローカーン・アマラーンと逆になっていますがこれは詩的な表現で、アマラーンが「とても清らか、きれい」という意味の形容詞で、ローカーンが「場所」という意味の名詞です（ローカの複数形）。サットワの性質が大きい時に死ぬと、その求道者はアマラーン・ローカーンに行きます。アマラーン・ローカーンはとてもきれいな場所、素晴らしい場所です。聖者は亡くなった後、その場所に行きます。

　これに関連してヒンズー教の聖典の中に、１４の場所のコンセプトがあります。フォーティーンローカ、ローカは場所。その中の１つはこの世界です。この世界より上の６つの場所が天国です。この世界より下の７つの場所が地獄です。６つの天国と７つの地獄とこの世界を合わせて１４の場所になります。その場所とは何でしょうか。

1. サッティヤ(Satya)

2. タパス(Tapas)
3. ジャナ(Jana)
4. マハ(Mahah)
5. スワ (Swah)
6. ブバ(Bhubah)
7. ブ(Bhuh)　現世
　一番上の天国がサッティヤで、この世界がブです。ガーヤトリーマントラの中にもあります。

オーム　ブル　ブバ　スワ　タット　サヴィトゥル　ヴァレンニャム　バルゴー　デーヴァッシャ　ディーマヒ　ディヨー　ヨー　ナッ　プラチョーダヤッ　オーム

　ありますね。オーム　ブル　ブバ　スワ。この世界のブと、２つ天国のブバ、スワが入っています。この世界の上の６つの天国がブバ、その上スワ、その上マハ、その上ジャナ、その上タパス、一番上はサッティヤ、サッティヤローカです。

　同じ６つの天国について他にも色々な名前のセットあります。

1. ブラフマローカ（Brahmaloka）

2. ブリハッスパティローカ（Brihaspatiloka）

3. デーヴァローカ（Devaloka）、インドラローカ（Indraloka）

4. チャンドラローカ（Chandraloka）

5. ピートゥリローカ（Pitriloka）

6. ガンナハルヴァローカ（Ganaharvaloka）

7. ナラローカ（Naraloka）  現世             
　サッティヤはすなわちブラフマローカです。ブラフマローカの下がブリハッスパティローカ、ブリハッスパティローカは天国の僧侶の世界という意味。デーヴァローカは神の世界でありインドラローカ（Indraloka）ともいいます。チャンドラローカは月の世界です。ピートゥリローカは先祖の世界、ただし個人的なレベルの先祖ではありません。それからガンナハルヴァローカは音楽や歌や踊りの絶えない世界。ナラローカは人間界。

　他にも色々なセットあります。ただし同一のセットの中では名前は固定されています。サッティヤ、タパス、ジャナ、マハ、スワ、ブバ、ブ、このセットはいつも同じです。他にもセットは色々あります。例えばブラフマローカはヒランニャガルバローカ（Hiranyagarbhaloka）とも言います。また、ヴァイクンタ（Vaikuntha）、シヴァローカ、ヴィシュヌローカ、カイラーサ (Kailasa)、クライストローカ、ブッダローカなど、そしてラーマクリシュナについての本の中にはラーマクリシュナローカも出てきます。すべて聖域です。

　それから皆さん覚えておいてください。ブラフマローカはブラフマンのローカではありません。ブラフマーのローカです。大きく違います。ブラフマンのローカと言うのはおかしいですね。ブラフマンは絶対の真理、至高の霊。絶対の真理で無限ですから、特定の場所を占めるということはありません。ブラフマンとブラフマーは違います。シヴァは破壊の神様、ヴィシュヌは維持の神様、そしてブラフマーは創造の神様です。そのブラフマーの天国がブラフマローカです。創造神ブラフマーとローカを合わせる時、ブラフマーローカとはのばしません。ブラフマローカという一つの言葉になります。
　ヒンズー教のなかで、ブラフマローカは一番大きな天国のコンセプトです。それはヒランニャガルバローカも同じ。ヴェーダーンタの中にヒランニャガルバが出てきます。一番初めは絶対の真理ブラフマンで、その次の段階は何もない（形として現れていない）けれども間違いなく存在するアッビャクタ（Avyakta）があり、更にその後最初に形を持って現れてくるのがヒランニャガルバです。ヒランニャガルバローカとブラフマローカは同じアイデアです。またヴィシュヌの信者たちは、ヒランニャガルバローカやブラフマローカとは言いません。ヴィシュヌローカと言います。ヴィシュヌの天国。或いはヴァイクンタ（Vaikuntha）とも言います。ヒンズー教の聖典の中にヴァイクンタも出てきます。同じようにシヴァの信者はヴァイクンタ、ヴィシュヌローカ、ヒランニャガルバローカ、ブラフマローカなどとは言いません。シヴァローカと言います。シヴァの信者にとっての目的はシヴァローカに行くことです。
　聖書にも天国の事がいつも出ています。この天国は普通の天国ではありません。ヒンズー教のブラフマローカ、ヒランニャガルバローカと同じアイデアです。仏典の中にも同じ事が出てきます。ブッダランドと呼ばれています。ブッダの場所。これも同じアイデアです。お釈迦様の信者たちはお釈迦様の天国のことを考えています。それがブッダローカ。ラーマクリシュナの信者のためにはラーマクリシュナローカ。ホーリーマザーの話や、スワミヴィヴェーカーナンダの生涯の話などにいつも出てきますね。

話は戻りますが、サットワが優勢なときに亡くなった人が行く世界が、サッティヤローカ、ブラフマローカです。
　次は地獄について説明します。

1. アタラ（Atala）

2. ビタラ（Vitala）

3. スタラ（Sutala）

4. タラータラ（Talatala）

5. ムハータラ（Mahatala）

6. ロサータラ（Rasatala）

7. パターラ（Patala）

　最初はアタラ、ビタラ、スタラ、タラータラ、ムハータラ、ロサータラ、そして最悪の地獄がパターラです。この世界から見て下の世界がアタラです。もちろん上下は相対的です。ヒンズー教の中には地獄がどのように悲惨かの描写があります。同じように天国にもどのような楽しみがあるのかが書かれています。一番の楽しみの場所はもちろんブラフマローカです。我々が考える楽しみと天国における楽しみのアイデアは違います。普通の楽しみはいつも粗大です。もっと上に行けば、それはより精妙になります。大きく違います。天国についての一般的なアイデアは何でしょうか。沢山の酒、美しい踊り、きれいな音楽。そういったイメージがあります。例えば虎にとっての天国は何でしょうか。鹿が数多くいて、労せずしてそれらを捕らえて食べることができる。それが虎の天国のアイデア。普通の人間が持つ天国のアイデアも似たようなものですね。

　ではどのようにして人は神聖になれるでしょうか。最初は世俗的な楽しみから本当の喜びは得られないということを理解することです。バガヴァッドギーターの中にもあります。世俗的な楽しみは、最初は甘露のようであっても最後には毒になります。そのことを理解して普通の世俗的な楽しみを求めない、それが清らかになるための最初の段階です。世俗的な人と神聖な清らかな人とでは天国のアイデアは違います。神聖な人の楽しみはどのように得られるでしょうか。神を瞑想し、賛歌を歌い、神様についての話を一緒にすることです。これらは全く別の種類の楽しみです。天国のアイデアについても同じです。ホーリーマザーによるラーマクリシュナローカの話があります。普通我々が考える休みは何でしょうか？　睡眠です。向こう（ラーマクリシュナローカ）での休みは何でしょうか？　瞑想です。全く違います。ラーマクリシュナローカのお休みは瞑想です。精妙な楽しみ、清らかな楽しみは普通の楽しみとは違います。

　サットワの性質が大きくなる時、その人はブラフマローカに行きます。聖者たちはそこに行きます。しかしこれは極端で稀な例であり、サットワのレベルが一番高い人だけがそこに行けますが、普通は困難です。レベルが色々あります。これが大事です。

　ではブラフマローカにいつまで居るのでしょうか。ブラフマーは創造の神様で、始まりも終わりもあります。ブラフマーが生きている間、聖者はそこに住みます。ブラフマーの寿命はどのくらいでしょうか。皆さん、驚かないでください。４３億２千万歳です。この間、ブラフマーはずっと生きています。その後、ブラフマローカの住人はブラフマン（絶対の真理）とひとつになります。これが本当の解脱です。人間の形では生まれて来ません。いろいろな解脱のレベルがありますが、一番高いのがこれです。ブラフマーが生きている間は一緒に住んでいますが、ブラフマーが亡くなったら、その聖者は絶対の真理とひとつになります。
　次は第１４章１５節を見てください。
ラジャスの支配下で肉体が死んだ時には、その魂は仕事に追われる人々の世界に生まれ、タマスの支配下で肉体が死んだ時には、その魂は動物の胎内に宿ることとなる。//15
　ラジャスの性質が大きくなる時、その影響でどこに生まれるでしょうか。活発で忙しい性質を持ったある国のある家族の中に生まれます。その家族は朝から夜まで忙しい。食事の時間もない。景色を見る時間もない。反省する時間もない。瞑想する時間もない。仕事だけがあります。スワミヴィヴェーカーナンダのカルマヨーガの中にも、この種類の人々についての描写があります。子供のときから年寄りになるまで、毎日朝から夜までただ仕事だけ。ラジャスの性質が大きい時に死ぬと、このような家族の中に生まれます。生まれるととても喜び「この雰囲気が好きだ」と言います。そして成長すると子供でありながら「私は忙しい」と言います。
　次はタマスについて説明します。タマスの性質が大きくなる時に死ぬと、動物に生まれます。タマスにも色々レベルがあります。タマス性がそれほど大きくない場合、普通の場合、大きい場合など。その特徴は何でしょうか。我々の聖典の中にこの種類の人についての定義があります。例えば人間と動物とでは何が違うのかが書かれています。

アハーラ（ahara）　ニッドラー（nidra）　バヤ（bhaya）　マイツナムチャ（maithunamcha）　サマンニャン（samanyam）　エータ（etat）　パシュヒ（pashubhir）　ナラーナン（naranam）　ダルモヒ（dharmohi）テシャム（tesham）　オディカ（adhika）ヴィシェーシャ(vishesha）　ダルメーナ（dharmena）ヒーナハ ( hinah）　パシュヒ（pashubhir）　サマーナ（samana）

　アハーラは「食事」、ニッドラーは「睡眠」、バヤは「恐れ」、マイツナムは「セックス」、サマンニャンは「同じ、一緒」、エータパシュヒは「動物」、ナラーナンは「人間」、ダルモヒ、テシャムは「宗教、霊的」、オディカヴィシェーシャは「特別」、ダルメーナヒーナハは「宗教を考えないひと」、パシュヒは「動物」、サマーナは「一緒」。ここで言われている意味は「食事、睡眠、恐れ、セックスについては人間と動物は一緒。道徳的、霊的な人間固有の特徴がなかったら、人間は動物と同じ」です。もし道徳的、霊的なことを考え実践しなかったら、動物と一緒のレベルです。外見は違っていても中身は同じです。タマス的な人は来世に動物として生まれます。これが基本的な考えです。人間に生まれていたとしても本当は人間ではない。とてもお金持ちだとしても、非道徳的、世俗的であれば同じです。

　キリスト教徒はこの事は信じません。なぜなら、キリスト教の考えでは魂は動物にはなく、人間だけにあります。人間は亡くなった後、地獄か天国に行きます。生まれ変わりの考えは、キリスト教の聖典の中にはありません。亡くなった後、地獄か天国にずっといます。ヒンズー教の聖典の中には人間が動物の形で再生する可能性があることが書かれていますが、そのことをキリスト教徒に言うと少し反対されます。おもしろいですね。スワミヴィヴェーカーナンダがアメリカに行った時、カルマの影響や再生など、ヒンズー教のアイデアに関する講話で「タマス的な人は動物に生まれる場合がある」と話しました。スワミヴィヴェーカーナンダの速記者であるグッドウィンは、とても高いレベルの速記者で、スワミは話すのがとても速いのにそれを全部速記しました。後にスワミのアメリカでの講演録が文書になり、それがインドにも入ってきました。信者がその文書を読むと、「人間が再生するときは必ず人間になる」と書いてあります。兄弟弟子はそれを読んで、「どうしてヒンズー教の教えとは違う内容の話をしたのですか？」とスワミに質問しました。スワミは「私はそのような事は言っていません」と答えました。しかし講演録には載っています。スワミはグッドウィンに「私は本当にこのように話しましたか？なぜあなたはこのように書いたのですか？」と尋ねました。グッドウィンは率直に答えました。「スワミジ、あなたはそのようには話しませんでしたが、それは間違っていると思い、人間は死んだ後も必ず人間に生まれ変わると私自身の独断で修正しました」と。しかし後の講演録ではグッドウィンは人間が動物の形で生まれるということを書いています。なぜならスワミヴィヴェーカーナンダの話をずっと聞くことにより、ヒンズー教の哲学を理解して動物の形で生まれる可能性があること理解したからです。それからは正確な講演録を書きました。
　タマスが大きい状態の時に死ぬと、動物に生まれ変わることがあります。その時何が問題でしょうか。何が正しいのか正しくないのか識別できない。何が実在、非実在か判断できない。良心がない。精妙なことがわからない。自己成長ができない。それらが大きな問題です。ラーマ神が自分の兄弟ラクシュマンに言いました。「象は身体は大きいけれど神様のことを考えることはできない」。タマス的な人は動物と同じ状態です。

　天国と地獄については意識の進化として考えてください。具体的な場所について考えるとわからなくなります。例えば天国はどこなのか、空に行くのか。地獄とはどこに行くのか。場所としてはわかりません。けれどももし意識の進化について考えればわかります。例えば動物の意識、人間の意識、神の意識、そのことを考えればすぐわかります。一番下が動物の意識、その上が人間の意識、その上は神の意識、さらに一番上はブラフマンの意識。解脱の時は絶対の真理と一つになります。

　サットワ、ラジャス、タマス、以外のもう一つのカテゴリーにヨーガブラシュタ (yoga-bhrashta)があります。ずっとヨーガを実践していたのに、途中でヨーガの道から脱落した人。それがヨーガブラシュタです。この人達の再生はどうなるでしょうか。次回はそのことについて話します。
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